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明
治
歳
時
記
概
観

杉

浦

功

一

は
じ
め
に

 
明
治
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
主
な
俳
諮
歳
時
記
を
見
る
と
、
初
期
に
は
江

戸
時
代
の
歳
時
記
の
模
倣
書
、
お
よ
び
そ
れ
を
太
陽
暦
に
見
合
う
よ
う
改

良
し
た
も
の
が
多
い
。

 
明
治
三
十
年
代
に
入
る
と
、
俳
句
革
新
運
動
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
新

し
く
独
自
な
歳
時
記
が
現
れ
は
じ
め
る
。
そ
れ
ら
に
は
、
ま
ず
近
世
歳
時

記
で
膨
大
な
量
に
上
っ
た
収
録
季
題
数
を
、
実
用
的
な
量
に
精
選
す
る
動

き
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
季
題
解
説
の
あ
り
方
も
文
献
的
知
識
を
集
成
す

る
だ
け
で
な
く
、
俳
句
の
題
材
と
し
て
の
詩
味
と
い
う
視
点
か
ら
の
位
置

づ
け
を
試
み
る
歳
時
記
も
現
れ
る
。

 
明
治
末
期
に
は
、
「辞
典
」
の
名
を
冠
す
る
著
作
の
盛
行
に
表
さ
れ
る
ご

と
く
、
季
題
に
対
す
る
近
代
的
解
釈
を
解
説
文
に
盛
り
込
ん
だ
大
作
が
相

次
い
で
出
版
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
書
中
に
は
新
季
題
が
多
く
収
め
ら
れ
、

科
学
的
知
識
や
外
国
文
学
の
知
識
を
も
動
員
し
た
解
説
が
な
さ
れ
て
い

る
。

一
、

明
治

初
頭

 
 
 
 

〈四
季
部
類
〉
の
改
良
と

『俳
譜
手
洋
灯
』

 

明
治
年

間

に
発

行

さ
れ
た
歳

時
記

を

み
る
と
、

そ

の
多

く

が
江

戸
時

代

後

期

に
編

ま
れ
た

も

の

の
復
刊

で
あ
る
。

と
り

わ
け
明
治

初

頭

に
は

そ

の

傾
向

が

い
ち
じ

る
し

い
。

 

安
永

九
年

刊

『
俳
譜

四
季

部
類
』

は
季

題
を

四
季
十

二

ヶ
月
、

さ

ら

に

部

門

(乾
坤

、
植

物
類

、
生

類
、
衣

食
類

、
神
釈

、
公

事
故

事
等

)

に
分

類

し

て
掲
げ

た
小

型

の
季
寄

せ

で
あ
る
。
の
ち
嘉
永

年

間

に
は
、
『
増
補

四

季

部
類

大
全

』
と

い
う
絵

入

り

の
版

が
作

ら
れ

た
り
、
安

政
年

間

に

は

『拾

遺

四
季

部
類

大
全

』

が
編

ま
れ
た

り
し

て

い
る
。

広
く

使
わ

れ

た
季
寄

せ

だ

っ
た

の
で
あ

ろ
う
。

 

こ
の

〈
四
季
部

類
〉

の
類

の
盛

況
が
明

治
初
期

ま

で
続

い
た

よ
う

で
あ

る
。
国

立
国

会
図

書
館

に
は
、
明

治
初
年

か
ら
十

年
代

ま

で

に
発

行

さ

れ

た
歳
時

記

は
十

八
種
収

め

ら
れ

て

い
る
が

、

こ
の
う

ち
四
種

は

〈
四

季
部

類
〉

の
復
刊

で
あ

る
。

ま
た

〈
四
季
部
類

〉

に
多

少

の
新

工
夫

を
加

え

た

も

の
も
目
立

つ
。

 26一



 

明
治

五
年

、
政
府

が

太
陽
暦

を
採

用

す
る
。

こ

の
新

暦
は

旧
来

の
季
節

感

と
衝

突

す
る

こ
と

と
な

り
、
明

治
初
期

の
歳

時
記

の
工
夫

は
主

と
し

て

こ

の
問
題

に
向

け

ら
れ

た
も

の

で
あ

っ
た
。

 

太
陽
暦

に
よ

る
最

初

の
季
寄

せ

は
、
明

治
九
年

二
月
刊

の

『
新
編
俳

譜

題

鑑
』

(横
山

利
平
編

、

三
森
幹

雄
校

訂
、

三
森

幹
雄

・伊

藤
有

終
刊

)
だ

と
さ

れ
て

い
る

(
明
治
書

院

『俳
譜

大
辞

典
』

「
連
歌
俳

諸
略
年

表

」
)
。

 

こ

の
季
寄

せ

は
序

文

に
よ

れ
ば
、
「
四
時

を
分

ち

て
鳥
獣

草
木

衣
食

等

の

物

を
表

し
、
神

祭
仏

事

の
時
目

を
太

陽
暦

に
あ

は
せ

て
撰

み
定

め
」
「廃

止

て
用

ゆ

べ
か
ら
ざ

る
は
除

き
、

遺
風

の
行

る
る
物

は
頭

に
黒
点

を
加

へ
分

ち
て
載

た
り

」

と

い
う

も

の
で
あ

る
。

 

本
書

に
は

〈
四
季

部
類

〉
の
影
響

が
見

ら
れ

る
。

ま
ず

季
題

の
分
類

が
、

月

別
、

さ
ら

に
各
月

内

は
乾
坤

、
植

物
、
生

類

、
神
釈

、
公
事

故
事

の
部

門

分
け

で
あ

り
、
〈
四
季
部

類

〉
と
同

じ

で
あ
る
。

ま
た
、

季
題

に
短

い
解

釈

を
付

し
た
部

分

が
九
箇

所
あ

る
が

、

こ
れ
ら

の
解

釈
文

の
六

つ
ま

で

に

〈
四
季
部

類
〉

の
影
響

が
見

ら

れ
る
。
例

え
ば

「
駒

迎
」

に

「諸

国

の
御

牧

よ
り
駒

曳

て
来
り

し
也

」

と
あ

る
の
は

〈
四
季

部
類
〉

の

「諸

国

の
御

牧

よ
り
駒

引

て
来

る
事

也

」

と
ほ
ぼ

一
致

す
る
。

た
だ

し
、
季
題

個

々

の

配
列

順

は

〈
四
季
部

類
〉

と

は
異
な

っ
て

い
て
、

こ
の
点

が
他

の

〈
四
季

部

類
〉
改

良
書

と

は
違

う

と

こ
ろ

で
あ

る
。

 

さ

て
本
書

の
第

一
の
特

長

は
太

陽

暦

に
合

わ

せ
て
編

集

し

た
点

で
あ

る
。

こ
れ
は
具

体
的

に
は
、
自

然

に
関

わ

る
季
題

を
旧
来

よ

り
ひ
と

月
遅

い
月

に
掲

げ

る
方
法

で
あ

る
。

こ
の
方
法

は
以
後

の
歳
時

記

に
受

け
継
が

れ

、
今

日

に
至

っ
て

い
る
。
な

お
序

に
言

う
も

う

一
つ
の
工
夫

「
廃

止

て

用

ゆ

べ
か
ら
ざ

る

は
除

き

、
遺
風

の
行

る
る
物

は
頭

に
黒

点
を
加

へ
」

て

区
別

し
た

と

い
う

の
は
あ

ま
り
徹

底

さ
れ
ず

、
旧
題

の
整

理
が
行

届

く

の

は
明
治

後
期

の
歳

時

記
ま

で
待

た
ね
ば

な
ら

な

い
。

 

次

に
明

治
十

三
年

六
月

に
出

版
さ

れ
た

『新

題
季
寄

俳
譜

手

洋
灯

』

(萩

原

乙
彦

編
、

正
文

堂

・
玉
海

堂
刊

)

に

つ
い
て
述

べ
る
。

こ

の
季
寄

せ

の

作

者
、

萩
原

乙
彦

に

つ
い
て

は
、

明
治
書

院

『
俳
譜
大

辞
典

』

に
以

下

の

ご

と

く
記

さ
れ

て

い
る
。

す
な

わ
ち

「俳

諮
を
道

彦
系

の
者

に
学
び

、
明

治
元
年

に
は
為

山

の
門

に
入

り
、

蔦

の
本

・
十

時
庵

・
蕉
華

庵

と
号

し
、

戯

作

に
は

二
世
梅

暮

里
谷

峨
そ

の
他
数

号
が
あ

る
。

(中
略

)
月

並
宗

匠

の

傍

ら
古

俳
書

の
蒐

集

に
努

力
し

た
。
明

治

二
年

『俳

譜
新
聞

誌
』
を
刊

行

、

の
ち

『
対
梅

宇

日
渉

』
と

改
題

し
た
が

、
今

日

の
俳
句

雑
誌

の
嗜
矢

で
あ

る
。

明
治
十

三
年

、

太
陽

暦

に
よ
る
季

寄

『新

題
季
寄

手
洋

灯

』
を

編
し

、

ま
た

人
情
本

の
著

が
多

い
。
静

岡
新
聞

社
長

に
招
聰

さ
れ

た
事

も
あ

っ
た

が
、
晩

年

は
不
遇

に
終

っ
た
。
」
こ
れ

ら

の
経
歴

か
ら

す

る
と
、

彼

は
か

な

り
精
力

的

な
人
物

で
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ

ス
テ

ィ

ッ
ク
な
資

質

も
備

え

た
俳
人

だ

っ
た
と
思

わ

れ

る
。

 

『俳

譜
手

洋
灯

』
は

こ

の
乙
彦

の
個
性

を
強
く

反
映

し
た
季

寄

せ

で
あ

っ

た
。
本

書

は
ま
ず

、

四
丁

に
及

ぶ

「
附
言
」
を
持

つ
。

こ
れ

は

『
山

ノ
井
』

以

来

『
新
編

題
鑑

』

ま

で
の
歳
時

記
史

で
語

り
起

こ
さ
れ
、

続

い
て
本
書

成

立

の

い
き
さ

つ
を
述

べ
た
文
章

で
あ

る
。
歳

時
記
史

に
新

た

な

一
冊

を

加

え

る
意
気

込

み
が
感

じ

ら
れ

る
。

 

手
洋

灯

と

い
う
名

か
ら

わ

か
る
よ
う

に
、
著
者

は
『
俳
譜

手
挑

灯
』

(延

享

二
年

刊

の
小
型

の
季

寄

せ
)
を

意
識

し

て
い
る
。

だ
が

乙
彦
自

ら

「
本

編

ハ

『年
浪

草
』

二
依
リ

」

と

「
凡
例

」

に
述

べ
た
ご

と
く
、

内
容

上

に

は

『華

実
年

浪
草

』

(天
明

三
年
刊

、
十

五
冊

の
歳
時

記
)
の
影
響

が
濃

い
。

ま
ず
本

文

の
表
記

法

が

〈年

浪
草

〉

と
同

じ

く
、
漢
字

カ
タ

カ
ナ

で
あ

る

し
、
季

題
が

〈
年

浪
草

〉
所

載

の
順
序

に
並

べ
ら
れ

た
箇
所

も
多

い
。
し
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た
が

っ
て

『俳

譜
手

洋
灯

』

に
因

む
命

名

は
、
袖

珍
本

一
冊

と

い
う
体
裁

の
共
通

性

か
ら

に
過

ぎ

な

い
。

そ

し
て
本
書

の
季

題

の
分

類
法

(月
分

け
、

さ
ら

に
各
月

内

で
乾
坤

、
公
事

、
神

仏
、

人
事
、

衣
食

、
家
財

、

草
木
、

気

形
等

の
部

門
分

け
)

は
、
月

分

け

の
み
の

〈
年

浪
草

〉
な

ら
び

に

〈
手

挑

灯

〉
よ
り

も
行
届

い
て

い
て

〈
四
季
部

類
〉
に
近

い
し
、

「方

今
廃

レ
テ

行

ハ
レ
ザ

ル
物

事

ハ

・
此
標

シ
ア

リ
」
と

い
う
旧

題

の
扱

い
は

『新

編
俳

譜

題
鑑

』

に
倣

っ
て

い
る
。

つ
ま

り
本

書

は
様

々
な
先
行

書

の
特
長

を
取

込

ん

で
編
集

さ

れ
た

の
で
あ

る
。

 

だ

が
本
書

の
独
自

性

は
、
何

よ

り
も
季
題

解
説

文

の
内

容

に
あ

る
。

そ

こ

に
ま
ず
目
立

つ
の
は
新

暦
を

始

め
と
す

る
新

し

い
文
化

習
俗

へ
の
反
感

で
あ

る
。
例

え
ば
陽

暦

に
従

っ
た
月

見
や
節
句

を
非

難

す
る

か
た

わ
ら
、

「
菊
」

を
十
月

に
掲

げ

て

 

 

(前
略

)
抑
菊

ハ
花

ノ
隠
逸

ナ

ル
哉

。
陽
暦

ノ
今
強

テ
手

折

ラ

ン
ト

 

 

ス
レ
バ
桃

花

ア
リ
。

五
月

ニ
モ
亦

強

テ
引

ン
ト

ス

レ
バ
菖

蒲

ア
リ
。

 

 
九

月

二
至
リ

テ
菊
花

ヲ
如
何

ト

モ
ス

ベ
カ

ラ
ズ
。
節

ヲ
全

ウ

シ
テ
人

 

 
威

二
媚
ズ

、
其

高
尚

ナ

ル
、
吾

輩
イ

ヨ
く

重
賞

ス
ベ
シ
。

と
述

べ
る

の
は

い
か

に
も
乙
彦

ら

し

い
。

彼

は
陽

暦

に
限
ら
ず

西

洋
化

一

般

に
対

し

て
反
感

を
持

っ
て
お
り
、

以
前

に
著

し
た
漢
和

辞
典

『漢

語

二

重

字
引

』

(
明
治
九

年
刊

)

で
も
、

「
文
明

開
化
」

に

「
ヨ
ノ
ナ

カ
ミ
ゴ

ト

ニ
ヒ
ラ
ケ

ル
。

洋

フ
ウ

ニ
ナ

ル

ニ

ハ
非

ず
。

ケ
ダ

シ
日
本

ニ
ハ
日
本

ノ
フ

ウ

ア
リ
」
な

る
解
釈

を
付

け

て

い
る

の
で
あ

る
。

い

っ
ぽ
う

季
題

の
考
証

に
熱
心

な

の
も

『俳

譜
手

洋
灯

』
の
解

説
文

の
特
徴

で
あ

る
。
例

え
ば

「
初

鮒

」
に
関

す

る
問
題

を
、

〈
年
浪

草
〉
の
記
述

を
引

用
す

る

に
と
ど

ま
ら
ず

、

「
愚
按

…

…
」
と
し

て

『
通
俗

志
』

『毛

吹
草
』
等

八

つ
の
文
献

を
検

討

し

て

い
る
。

も

っ
と

も
そ

れ
は
、

「
初
鮒

」
を

三
春

に
わ

た
る
季

題

と
定

め
る

か

二
月

の
み

の
題

と
定

め

る
か

と

い
う
問

題

で
あ
る
。

総
体

に
言

っ
て
、

編
者

は
事
物

そ

の
も

の

へ
の
関

心

が
高

い
よ
う

だ
。

し
か
も

文
献

的

知
識

を
偏

重

す
る
。

そ

の
結

果
、

こ
の
個
性

の
強

い
新
著

も
、
根

本

的

に
は
知

識
集

成

的

な

近

世
歳

時

記

の
あ

り
方

を

抜

け
出

せ

ぬ

一
冊

と
な

っ
て

し

ま

っ
て

い
る
。

二

、

明

治

二
十
年
代

 
 

〈栞
草
〉

へ
の
注
目

 
江

戸
時
代

に
は
数
多

く

の
歳
時

記
が
出

版

さ
れ
た

が
、
嘉

永

四
年

に
刊

行

さ
れ

た

『増
補

俳
譜

歳
時

記
栞

草
』

は
、
近

世
歳
時

記

の
決
定

版

と

い

う

べ
き
書

で
あ

っ
た
。

こ

れ
は
馬

琴

に
よ
る

『俳

譜
歳
時

記

』

(享

和

三
年

刊
)

に
藍
亭

青
藍

が
増

補
を

加

え
た
も

の

で
、

四
季

に
分

け
た

季
題

を
、

各
季

ご

と

に
い
ろ
は
順

に
掲

げ
、

多
岐

に
わ

た
る
文
献

に
基

づ

く
解

説
を

付

し
て

い
る
。

 

こ
の

〈
栞
草

〉

の
復

刊
が

明
治

二
十
年

代

を
中
心

に
目
立

っ
て

い
る
。

そ

し
て
、

明
治

期

に
作

ら

れ
た
歳

時
記

に
は
、

〈
栞

草
〉
の
影

響

下

に
あ

る

書
が

少
な

く
な

い
。
例

え
ば

『俳

譜
歳
時

記
新

栞
草

』

(山

口
素

楊
編

、
明

治
十

五
年

七
月

、
風
月

堂
刊

)

は

〈
四
季

部
類

〉
を

上
段

に

〈
栞
草

〉
を

下
段

に
配

し

て
掲
げ

た
も

の

で
あ

る
。

ま
た

『
明
治
歳

時
記

栞

草
』

(三
森

幹
雄

編
、

明
治
十

五
年

三
月

、
錦

城
書
楼

刊
)

は
、
実

際

に

は

『俳

譜
手

挑
灯

』
に
手

を
加

え

た
書

で
あ

る

に
も

か

か
わ
ら
ず
、

「
栞

草
」
の
名

を
冠

し

て

い
る
。
さ

ら

に
明

治
後

期

の
大
部

な
歳
時

記
や
辞

典

に
も

、
後

述
す

る
ご

と
く

<
栞

草
〉

の
影
響

が
認

め
ら

れ

る
の
で
あ

る
。

 

さ

て
、

〈
栞
草

〉
復
刊

の
ラ

ッ
シ

ュ
と
時
期

を
同

じ
く
し

て
登

場

し
た
歳

時
記

に

『
明
治

歳
時
記

講
義

』

(花

月

園
為
麟

編
、

明
治

二
十

五
年

五
月

、
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花
月

園
刊

)
が
あ

る
。

本
書

は
季
題

を
月

分

け

に
収

め

て

い
る
。

そ
し

て

序

に

コ

題

毎

に
簡
便

の
解

を
加

へ
、
尚

解
を

要

せ
ざ
る
桜

鴬

の
類

は
別

に
部

決
し

」
た

と
述

べ
る
ご

と
く
、

各
月

内

は
簡

略

な
解
説

を
付

し
た
季

題
群

を
先

に
並

べ
、

そ

の
後

に

「解

を
要

せ
ざ

る
題

」
を
掲
げ

て

い
る
。

 

こ

の
書

の
解
説

文

は
ほ

と
ん
ど

〈
栞
草

〉

の
文
章

を
要
約

し

た
も

の
で

あ

る
。
例

え
ば

「
睦
月

」

に
あ

る

「
世

の
人
互

に
行

通

ひ

い
よ

い
よ
睦

む

よ

り
名

つ

く
」

は
、
左

の

〈
栞
草
〉

の
説

明

の
要

約

で
あ

ろ
う
。

 
 

正
月

を
む

つ
き

と
申

侍

る
は

し
る
人

い
よ

い
よ

し
た
し

み

む

つ
ぶ

る

 
 

わ
ざ

を
し

け
る

に
よ
り

て
此
月

を

む

つ
び

づ
き

と
名
づ

け
そ

れ
を
略

 
 

し

て
む

つ
き
と
云
也

ま

た
、
題

の
配
列

も
、
多

少

乱
れ

な
が

ら
も

〈
栞
草

〉

の

い
ろ

は
順

と

一

致

し
て

い
る
。

 

と
こ

ろ
で

こ
の
歳
時

記

の
序

に
は
、

旧
来

の
歳

時

記
を

「
是
迄
世

に
歳

時
記

の
類
幾

種
あ

る
も

其
注
解

な

し
。
偶

に
解

あ

れ
ば

長
文

又

は
解

の
な

き
も

あ
り
。
」
と
評

し

た
部
分

が
あ

る
。

こ
れ

は

〈
四
季
部
類

〉
や

〈
栞
草

〉

へ
の
批
判

で
あ

ろ
う
。

〈
四
季

部
類

〉
に
は
微

か
な
例

外
を
除

き
、
解

説
文

が
無

い
。

い

っ
ぽ
う

〈
栞
草

〉

に
は
煩

わ
し

い
ま

で
の

「
長

文
」

の
解
説

が
続

出
す

る
と

と
も

に
、
全

く
解

を
欠

く
項

も
あ

る
。
そ

こ
で

『
明
治
歳

時
記

講
義
』
は
必
要

に
し

て
充
分

な

「
簡
便

の
解

」
を

ね
ら

っ
た

の
で
あ

っ

た
。

そ

の
試

み
は
、

ほ
と
ん

ど

〈
栞

草
〉

を
要
約

し

た
だ

け

に
終

っ
て
し

ま

っ
た
。

だ
が

〈年

浪
草

〉

〈
栞
草

〉
で
項

目
、
解

説

と
も

に
膨
大

に
ふ
く

れ
上

が

っ
た
近
世

歳
時

記

か
ら
、
質

量

と
も

に
必
要

に
し

て
充
分

な
情
報

を
精

選
す

る

こ
と
は
、

明
治

の
歳
時

記

の
大

き
な
課

題

の
ひ
と

つ
で
あ

っ

た
。

そ

の
課

題

は
、
後

述
す

る
明
治

三
十

年
代

の
著

作

に
至

っ
て
達

成

さ

れ

て

い
く

の
だ

が
、

『
明
治
歳

時
記

講
義

』
は

そ
れ

ら

の
先
駆

で
あ

っ
た

と

言
え

る
だ

ろ
う
。

 
な

お
、
本

書

発
行

の
翌
年

に
は
『
季
寄

手
引

草
』

(
一
事

庵
史

栞
編

、

明

治

二
十
六
年

一
月
、
弘

文
館

刊
)

と

い
う
本

が
登
場

し

て

い
る
。

こ
れ

も

〈
栞

草
〉

お
よ

び

『俳

譜
手

挑
灯

』

の
解

説
文

の
要

点
を

取

り
出

し

て
季

題
解

説
を

行

っ
た
も

の

で
、

『明

治
歳
時

記
講

義
』
と
似

た
性
格

の
書

で
あ

る
。

三

、

明
治

三
十
年

代

l
l
実
用
性
と
文
学
性
の
追
求

 
明

治
俳
壇

は
、
明
治

二
十

年
代

後
半

か
ら

、
正

岡
子
規

に
始

ま

る
俳
句

革
新

運
動

の
時

代
を
迎

え

る
。
歳

時
記

の
あ

ゆ

み
を
見

て

い
く
と
、

明
治

三
十
年

代
半

ば

頃

か
ら
、
俳

句
革

新

の
影
響

が
現

れ

て
く

る
。

 

ま
ず
、
高

浜
虚

子

が

こ
の
時
期

、

『袖

珍
俳

句
寄

せ
』

(明
治

三
十

六
年

二
月

、
俳
書

堂

刊
)

を
編

ん
だ
。

彼

は
そ

の
序

に
こ
う
述

べ
て

い
る
。

 
 

此
書

は
目

下

の
必
要

に
応
ぜ

ん

が
為

め
軽
便

と
実
用

と

を
主

と
し

た

 
 

り
。

明
治

の
新
題

を

も

い
く
ら

か
加

へ
た

れ
ど
、
此

書

の
取
得

は

其

 
 
よ
り
も
古
き
歳
時
記
に
ぐ
ち
ゃ
く

と
あ
る
不
必
要
な
る
(比
較
的
)

 
 
題
を
除
き
去
り
た
る
事
と
、
新
分
類
法
に
よ
っ
て
排
列
し
た
る
事
と

 
 
に
在
り
。
明
治
の
新
題
の
外
は
概
ね
旧
暦
に
従
ふ
。
こ
れ
を
新
暦
に

 
 
引
直
し
純
然
た
る
明
治
の
新
歳
時
記
を
作
る
と
い
ふ
事
此
袖
珍
俳
句

 
 
季
寄
せ
の
任
務
と
し
て
は
重
き
に
過
ぐ
。

一
月

一
日
よ
り
十
五
日
迄

 
 
を
新
年
之
部
と
し
て
春
夏
秋
冬
四
季
の
外
に
置
く
。
始
め
稿
原
を
作

 
 
る
事
は
紅
緑
を
労
し
、
鳴
雪
、
碧
梧
桐
、
余
之
を
取
捨
し
た
り
。

こ
の
序
文
に
は
本
書
の
特
長
が
二
点
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は

「古

き
歳

時

記

に
ぐ
ち

ゃ
く

と
あ

る
不

必
要
」

な
題

の
整

理

で
あ

る
。

そ

の

一29一



結
果

、
収

録

し
た
季
題

は
千

二
百
題

ほ

ど
と
な

っ
て

い
る
。

こ

れ
以
前

の

季
寄

せ

は
袖
珍

本

で
も
三
千

題
前
後

を
並

べ
て

い
た
。

例

え
ば

『
新
編

俳

譜
題

鑑
』
は
約

二
千

七
百
題

、

『俳

譜
手

洋
灯
』
は
約

三
千

二
百
題

を
収

め

て

い
る
。

そ

れ
ら

か
ら
見

る
と
千

二
百
題

は

か
な
り
整

理

さ
れ

た
数

で
あ

る
。

ま

た
季
題

解
説

文

に

つ
い
て
も
簡
素

化
を

図

っ
て

い
る
。
解

説

は
全

体

で
百
箇

所

ほ
ど
、

ほ

と
ん
ど

は
人
事
題

に
付

さ

れ
た
も

の

で
あ

る
。

出

典

は

く
栞

草

V

で
長

文

の
も

の
は
適

宜
省

略

し

て
使

っ
て

い
る
。

例

え
ば

本
書

で

 
 

水
取

 

二
月
堂
行

 
南

都
東
大

寺

に
於

て
朔
日

よ
り
十

四

日
ま

で
之

 
 

を
行

ふ
 

七
日
夜

又
十

四

日

の
夜

と
も

に
水

屋

の
井

に
於

て
牛

王
を

 
 

貼

す
る

の
水
を

取

る
 

是

を
水

取

と

い
ふ

と

あ

る
が

、
〈
栞
草

〉
に
は

「
之
を
行

ふ
」

の
後

と

「水

を
取

る
」

の
後

と

に
詳

細

な
説

明
が
あ

り
、

そ

の
全

文
は

右

の
五
倍

ほ
ど

の
長

さ

を
持

つ
。

『袖

珍
俳

句
季

寄

せ
』

は
収

録
題

数

の
み
な

ら
ず
解

説
文

で
も

旧
煩

の
整

理

に
努

め
て

い
る

の
で
あ

る
。

 
次

に
、

こ
の
季
寄

せ

の
も
う

一
つ
の
特
長

は

「
新

分
類
法

」

で
あ

る
。

こ
れ

は
時

候
、
人
事

、
天
文
、
地

理
、
動
物

、
植

物

と

い
う

部
門

分

け

で
、

虚

子
は

の
ち

に
「
斯

る
分
類

法

は
子
規

を
は
じ

め
と

す
る
も

の
」

(昭
和

九

年

『新
歳

時
記

』
序

文
)

と
言

っ
て
い
る
。

そ
し

て
、
「
概

ね
旧

暦

に
従
」

う

し

か
な
か

っ
た

と
序

に
言

う

も

の
の
、
「
新
年

之
部

」
の
設

置

と
、

月
分

け
を

せ
ず

に
各

季
部

門
分

け
と

い
う
形

を
取

る

こ
と
と

に
よ

っ
て
、
新

暦

と

の
ず

れ
は
事

実
上

生

じ
な
く

な

っ
て

い
る
。

 

な

お

「
い
く

ら

か
加

」
え
た

と

い
う

「
新
題

」
は
、

ラ

ム
ネ
、

糸
瓜

忌
、

ク
リ

ス

マ
ス
等

、
割

合
積

極
的

に
採

り
上
げ

て

い
て
、

こ

の
辺

り

に
は
新

し

い
俳
句

と

の
共
通

性

を
見

る
こ

と
が

で
き
る
。

 

右

の
よ

う
な

工
夫

に
よ

っ
て
本

書

は

「
軽
便

と
実

用
」

と

い
う
課
題

を

果

た

し

た
季

寄

せ
と
な

っ
た
。

こ

の
成

果

は
当

時

の
読
者

に
認

め

ら
れ

た

よ
う

で
、

三
年
後

の
明
治

三
十

九
年

に
は
、

本
書

に
月

分
け

を
加

え

た
だ

け

の
模

倣
書

『月

分
俳
句

季
寄

せ
』

(岸
広
吉

著
、

明
治

三
十

九

年

八
月
、

広

集
堂

刊

)
も
出

版

さ
れ

て
い
る
。

 

さ

て
、

『袖

珍
俳

句
季

寄
せ

』
が
出

た
明
治

三
十

六
年

に
は
、

子
規

門
下

の
俳

人

に
よ

っ
て
も
う

一
つ
、
『
歳
事

記
例
句

選
』
(明
治

三

十
六

年

八
月

、

内

外
出

版
協

会
刊

)
な

る
歳
時

記
が
生

み
出

さ

れ
て

い
る
。

こ
れ

は
寒

川

鼠

骨

の
著

で
あ

る
。

 

本
書

は
書

名

に
示
す
ご

と

く
各

季

題

に

「
例
句

」
を
挙

げ

た
点

を

特
長

と
す

る
。

そ
れ
だ

け
な

ら
ば

旧
来

の
類
題
句

集

と
大
差

な

い
が

、

そ
れ
以

上

に
本

書

は
季
題

解
説

の
文
章

が
新

鮮
な

の

で
あ

る
。

 

 

春

の
日
 

ぼ

か
く

と
暖

か
く

、
も

の
う

く
、
気

長
く

、

頭
痛

す

る

 

 
如

く

、
又

う

つ
と
り
と

し

て
気

分

の
浮

く

が
如

き
春

の
天

気

を
云

ふ

 

 

な

り
、

(以

下
略

)

 

 

花

野

・
秋

の
野

 
小
草

の
花

の

い
ち

ら
し

く
咲

き
満

て

る
を
花

野

と

 

 

い
ふ
。

 

 

秋

の
蝶

 
大

方

は
白

い
さ
び

し

い
蝶

々
な

り
。

こ
れ

ら

は
季
題

の
印
象

を
情
緒

的

な
表
現

で
綴

っ
て

い
る
。
ま

た
、
「
二
日

灸

」
と

い
う
古

い
習
俗

に
、

「
明
治

の
世

に
斯

か
る
愚

を
演
ず

る
者

は
少

な

か

る
可

き
も
、

お
灸

と
言

へ
ば
何

と
な

く
可
笑

し
く

発
句

に
な

り

さ
う

な

り
」
と

い
う
評

を
加

え

た
り
、

「
有
無

日
」
と

い
う
宮

中
故

事

に

「
明
治

の

俳

人

は
斯

か

る
事

を
作

ら
ず

と
も

よ
し
」

と
書

き
添

え
た

り
し

て
、

季
題

の
文

学
的

価
値

を
論

じ

て

い
る
。

 

近

世

の
歳
時

記

は
、
専

ら
季
題

に

つ
い
て
の
文
献

的
知
識

を
盛

る
百

科

 30一



辞
典

で
あ

っ
た
。

〈
年

浪
草

〉
そ
し

て

〈
栞

草
〉
が

そ

の
典

型

で
あ
る
。

そ

こ

で
は

そ

の
季
題

が
作

品

の
題
材

と
し

て

ど
ん
な

価
値

が
あ

る
か
は
置

き

去

り

に
さ
れ
が

ち

で
あ

っ
た
。
明

治

に
入

っ
て
も

こ

の
傾

向
が
続

く
。

個

性
的

な

『
俳
譜
手

洋
灯

』

さ
え

そ

の
域

を
出

な

か

っ
た
こ
と

は
前

に
述

べ

た
。

ゆ

え

に
、
文

学
的

立
場

か
ら

、
作

句

す
る
感
覚

を

基

に
し
て
季
題

を

語

っ
た

『歳

事
記

例
句

選
』

は
画

期
的

な
も

の
だ

っ
た
と
言
う

こ
と

が
で

き

る
。

 

た
だ

し
、

こ
の
態
度

は
行

き
過
ぎ

る
と
型

に
は
ま

っ
た
文
学

的
感
覚

の

押

し

つ
け

に
な

り

か
ね
な

い
。
だ

が
鼠

骨

は
、
あ

く

ま
で
歳
時

記
は
実

作

従
う

存
在

で
あ

る

こ
と
を
断

っ
て
も

い
る
。

春

・
植
物

の
部

の
末

尾

に
、

次

の
よ
う

な
言
葉

が
あ

る
。

 
 
 
(前
略

)
右

に
挙
げ

た
る
外

に
、

見

る
可
く
趣

の
あ
る
花

は
百
千
無

 
 

数

に
し

て

一
々

に
挙
げ

る
を
得

ず

と

い
ふ
可

し
。

(中
略
)
唯

俳
人

若

 
 

し
実
地

に
臨

み

て
美
を
感

ぜ

し
花

、
又

は
草
木

あ

ら
ば
悉

く
其

の
詩

 
 

材

に
入
れ

て
可
な

る
可

く
、
其

詩

に
し

て
若

し
傑
作

な

る
、

や

が
て

 
 

其

句
中

の
草
木

は
後

人

の
手

に
よ

り

て
歳

事

記

に
編

入
さ

る
可

き
な

 
 

り
。

1

歳

時
記
の
た
め
の
歳
時
記
で
な
く
、
作
品
の
た
め
の
歳
時
記
が
登
場

し
た

、

と
言

う

べ
き

と
こ

ろ
か
。

こ

こ

に
も

俳
句

革
新
運

動

の
歳

時
記

へ

の
影

響
を
看

取

で
き

る
。

四

、

明
治
末
期

の
歳
時
記

 
 
辞
典
の
盛
行
と

『新
修
歳
時
記
』

 
日
露
戦
争
後
の
明
治
四
十
年
代
に
は
、

の
刊
行
が
相
次
い
だ
。

「辞
典
」
の
名
を
冠
す
る
歳
時
記

 
ま

ず
明

治

四
十
年

六
月

に
、

『季

題
辞
典

』

(服

部
耕

石
編

、
大

東
社

・

俳
書

堂
刊

)

が
出

る
。

こ
れ

は
初

め

て
辞

典

と
称

し

た
歳

時

記

だ
が
、

実

は
小

冊

で
、
前

述

の

『袖

珍
俳

句

季
寄

せ
』
同
様

の
簡

便

な
季
寄

せ
で
あ

る
。

た

だ
し
好

評

だ

っ
た
と

見
え

て
三
年

後

に
『
俳
諮

ポ

ケ

ッ
ト
歳
時

記
』

の
名

で
復

刊

さ
れ

て

い
る

(
明
治

四
十

三
年

六
月
、
青

山
堂

刊

)
。

 
辞

典

を
名
乗

る

も

の
と
し

て

は
次

に
『
俳
譜
辞

典
』

(武

田
桜
桃

編
、

公

文
書

院
刊

)

が
明
治

四
十

二
年

二
月

に
登

場

す
る
。

こ
れ

は
四

六
判

の
大

き

さ
を
持

ち
、

い
ろ

は
順

に
二
千

五
百
余

の
語

を
収

め
て
解

説

を
付

し
た

も

の

で
あ

る
。
収
録

語

の
大
半

は
季
題

で
あ

る
か
ら
、

本
書

は
実

質

的

に

は
歳

時
記

と

い
え

る
。

 
歳

時
記

と

し

て
の

『俳

譜
辞

典

』

の
内

容

は

〈
栞
草

〉

の
影
響

を

見
せ

る
と
と

も

に
、

『歳

事
記
例

句

選
』
の
文
学

性

も
引

き
継

い
で

い
る
。

ま
た

解
説

文

は

口
語

体

で
あ

る
。

口
語
体

に
よ
る
歳
時

記

と
し

て
は
最

初

の
も

の
で
は

な

い
だ
ろ

う

か
。

以
下

本
文

の
具

体
例

を
示

す
。

 
 

初
暦

 
暦

を
売

る

の
は
冬

だ

が
、
披

い
て
見
る

の
は
春

だ
。

冬

か
ら

 
 

用

ひ
る

け
れ

ど
も
、

春

に
な

つ
て
用

を
弁
ず

る

か
ら
矢

張
春

だ

こ
れ
は

〈
栞
草

〉

の

「
凡
暦
を

売

る
は
冬

と

し
、

初

て
見
或

は

ひ
ら

く
を

春

と
す
。

冬

よ
り
用

れ
共

春

の
用

を
弁
ず

る
為

な
れ
ば

春
勿
論

な

り
」

を

口
語

訳

し
た

も

の
で
あ

る
。
同

様

の
解
説

文
が

き
わ

め
て
多

い
。
し

か
し
、

独
自

の
眼

に
よ

る
文

章

も
所

々

に
見
出

さ
れ

る
。

 
 

夜
梅

 

月
明

の
夜

に
は
殊

に
梅

の
香

が
高

く
、
昔

は
雅

人
等

が
集

ま

 
 

つ
て
夜
梅

を
尋

ね

て
歩

い
た

り
、
夜

梅

の
庭

に
対

し

て
宴

を
開

い
た

 
 

り
等

し

た
も

の

で
あ

る
。
今

で
も
東
京

で
は
、
湯
島

天
神

、
亀

井
戸

、

 
 

其

れ

か
ら
角
筈

銀
世

界

な
ど

が
有
名

で

あ

つ
て
、
月

の
宵

な
ど

に
な

 
 

る
と
迫
遙

の
人
が
多

い
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寒

造

の
酒
 
寒

曝

 
酒

は
寒

の
間

に
造

る
も

の
で
、
其

酒

は
腐
敗

し

 

 
難

い
と
云

ふ

の
で
あ

る
。

け

れ
共
近

来

は
醸
造
法

が
進

歩

し
て
必
ず

 

 
し

も
寒

の
内

に
限

ら

ぬ
け
れ

ど
も
、

暫
く

旧
来

の
規
定

に
従

つ
て
よ

 

 

い
、

亦
寒

中
酒

を
造

る

の
は
、
頗

る
見
事

で
、

昼
と

は
な

く
、
夜

と

 

 
は

な

く
、

三
分

五

分
間

を

競

ふ
時

間

的

の
仕
事

で
あ

つ

て
裸

体

の

 

 
ま

〉
で
氷

を

破

つ
て
水

中

に
飛
び

込

ん

で
米

を
磨

ぐ

な

ど

の
仕

事

 

 
は
、

見

て
居

て
も
厳

々
し

い
、
そ

れ

に
酒

造

り
歌

と

云

ふ

一
種

の
音

 

 
頭

も
あ

り
、
詩
味

に
も
富

ん
で
居

る
し
、

亦

一
寸

変

つ
た
活

社
会

で

 

 
あ

る

(以

下
略
)

「詩

味
」

に
言

及
す

る
姿
勢

は

『歳

事
記

例
句

選
』

に
通

じ

る
。

本
書

の

「鰍

犠
」

「
引
鶴
」
な
ど

の
解
説

文

に
は

『歳
事

記
例

句
選

』
の
記

述

と
重

な

る
内
容

も
認

め
ら

れ
る

の
で
、
本

書

が

『歳

事
記
例

句

選
』

を
意
識

し

て

い
た

の
は
確

か

で
あ

る
。

な

お
著
者

の
武

田
桜
桃

(鴬

塘
)

は
、

明
治

書
院

『現

代
俳
句

大
辞

典
』
に
よ

る
と
、

博
文

館

で
雑

誌
編

集

に
携

わ
り
、

巌

谷
小
波

ら

の
下

で
児

童
文

学

の
言
文

一
致
体

の
実

現

に
協
力

し
た

と
あ

る
。

本
書

に
口
語
体

を
用

い
た

こ
と

は
、

そ

の
仕
事

の
延

長
線

上

に
あ

る

の
だ
ろ
う

。

と
も
あ

れ
、

『
俳
譜
辞

典
』
は
、
先

に
出

た

『季
題

辞
典

』
と

比
較

し

て
も
、

い
ろ
は
配
列

で
全

項
目

に
解
説

を
付

す
、

近
代

的
辞

典

の

姿

に
よ

り
近
づ

い
た
本

と

い
え

よ
う
。

 

し

か
し
俳
譜

の
辞
典

と

し

て
は
、

『俳

諮
辞

典
』
に
約
半

年
遅

れ

て
出
版

さ

れ
た

『
新
撰
俳

諮
辞

典
』

(岩
本

梓

石
・
宮
沢

朱

明
編
、

明
治

四
十

二
年

七
月

、
大

倉
書
店

刊

)
が
、

明
治

期
を
代

表

す

る
決

定
版

と
な

る
。

 

『
新
撰

俳
譜

辞
典
』

は

、
四
六

判

八
百
四
十

頁
余

、

こ

の
頁

数

は

『俳

譜

辞
典

』

の
約

二
倍

で
あ

る
。
収

録

さ
れ

た
語

の
種
類

は
季
題

を

は
じ

め

連
句

用

語
、
人
名

、
地

名
等

広
範

囲

に
わ

た
り
、

そ
れ

ら
を

五
十
音

順

に

配
列

し

て
解
説

を
加

え

て

い
る
。

季
題

は
巻
末

に

「
季
寄

」

と
し

て

四
季

順

に
掲
げ

ら

れ

て
も

い
る
。

 

本
書

の
歳
時

記

と
し

て

の
側
面

を
見

る

と
、

季
題

解
説

に

〈
栞

草
〉

の

み
な
ら
ず

『言

海
』

(大
槻

文
彦

著
、

明
治

二
十

二
～

二
十

四
年

刊

)
の
説

明

を
も
取

り

入
れ

て

い
る
点

が

目
新

し

い
。
例

え
ば

「
通

草
花

」

の

 

 
山

野

に
生
ず

る
蔓
草

、
其

葉
萩

に
似

て
大
な

る

は
四
五
寸

、

五
葉

一

 

 
処

に
集

り
生
ず

、
三
月

葉
間

に
三
弁

の
淡

紫
又

は
白

の
花

を
開

き
秋

、

 

 
実

を
結

ぶ
、
形

瓜

の
小
な

る
が
如

く
熟

す
れ
ば

紫

な
り
。

は

、

『言

海
』

中

の

「
あ

け
び
」

の
解
説

、

(前

略

)
蔓
草

ノ
名
、

山

野

二
多

シ
、
葉

ノ
形

、
楕

ニ
シ
テ
、

五
葉

、

一
処

ニ
ア

ツ

マ
リ

テ
生
ズ

、
大

ナ

ル

ハ
四
五
寸

ア

リ
、
夏

ノ
初

、

若

葉

ノ
間

二
、
細

き
枝

ヲ
垂

レ
テ
花

ヲ
開

く
、

三
弁

ニ
シ
テ
、

大

サ
四

五

分
な

り
、
色

ハ
薄

紫

ト
白

ト
ノ

ニ
種

ア
リ

、
実

ノ
形
瓜

ノ
如

ク
、

長

サ

ニ
寸
余

、
皮

、
熟

ス

レ
バ
紫
ナ

リ
、

(
以
下
略

)

と

一
致
す
る
表
現
が
目
立

っ
て
い
る
。

 
な
お
昭
和
二
年

一
月
に
は
、
本
書
の
増
訂
版
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
昭

和
初
期
に
至
る
ま
で
本
書
が
俳
譜
の
辞
典
と
し
て
第

一
の
地
位
を
保
っ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

 
辞
典
の
名
を
持
つ
歳
時
記
で
は
、
明
治
四
十
四
年
十
二
月
、
博
文
館
よ

り
刊
行
さ
れ
た

『俳
句
大
辞
典
』
(阪
元
雪
鳥
著
)
も
ま
た
、
明
治
期
の
最

後
を
飾
る
大
作
で
あ
っ
た
。
本
書
は
俳
句
大
辞
典
と
称
す
る
が
、
内
容
的

に
は
、
「四
季
に
亘
り
て
俳
句
の
題
材
六
百
六
十
九
種
を
選
び
、
一
々
附
す

る
に
説
明
を
以
て
し
」
(凡
例
)た
歳
時
記
で
あ
る
。
項
目
配
列
は
五
十
音

順
と
な
っ
て
い
る
。

 
収
録
季
題
数

「六
百
六
十
九
種
」
は
、
四
六
版
で
六
百
頁
近
い
大
辞
典
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と
し

て
は
少

な

い
。

『袖
珍

俳
句

季
寄

せ
』
の
千

二
百
題

よ

り
も
は

る
か

に

少

な

い
の

で
あ
る
。

し

か
し

こ

の
辞
典

は
、

季
題

を
精

選
し

た
分
、
解

説

を
充
実

さ

せ

て
い
る
。
巻

頭

の

「本

書

の
特
色

」

に
は
解
説

の
方
針

が
次

の
よ

う

に
述

べ
ら
れ

て

い
る
。
ま
ず

、
「
名
称

、
並
び

に
科
学

的
説

明

の
項

に
於

て
、
出

来
得

可
き
丈

、
科

学
的

説
明

を
与

へ
」
た
こ

と
。

こ
こ
で
「
名

称
」
の
項

と
は
季
題

の
語

義

・
語
源

を
説

く
項

の

こ
と
で
あ

る
。

ま
た

コ

題

に

つ
き
必

ず
特
色

の

一
項

を
設

け

て
、

そ

が
詩
財

と
し

て

の
特

色
を
考

究

」
し
、
「
処

々

に
美

学
的

説

明

の
項

を
置

き

て
、
俳
題

に
対

す

る
美
学
上

の
考
究

の
結

果
を
略

述

」
し
、

「
間

々
伝
説

、

並
び

に
歴
史

を
附
見

し

て
、

説
明

さ
る

べ
き
材

題

の
由
来

を
明

ら

か
に
」

し
た
、

と
あ

る
。
以

上

の
よ

う

に
多

面
的

な

「項

」

か
ら
季

題

を
語

っ
て

い
る
。

そ
し

て

「
科

学
的
説

明
」

「美

学
的

説
明

」

「詩

材

と
し

て

の
特

色
」

と

い
う
視
点

は
、

近
代

の

歳
時
記

独
自

の
も

の
だ

。
加

え

て
こ

の
辞

典

は
、

「毎

題
必
ず

十
数

句
」
の

例
句
、

題

に
よ

っ
て

は

「
和

歌
、

漢
詩
、

英
詩

な

ど
を
引

」

い
て
さ

え

い

る
。

英
詩

は
例

え
ば

「
秋
風

」

で
は

「
テ

ニ
ス

ン
の

『プ

リ

ン
セ

ッ
ス
』

の
中
」

の

「
西
風

の
歌

」

を
原
語

で
示

し

て

い
る
。

な

お
本
書

の
解
説

は

口
語
体

で
、

と

り
わ

け

「
美

学
的

説
明
」

の
項

に
は
、

 

 
秋

風

の
美

は
そ

の
音

に
あ

る
。

(中

略
)

眼

に
は
見

え

ぬ
け
れ
ど

も
、

 

 
何

物

か
が
動

い
て
、
吾

々

の
心

に

]
種

の
悲
調

を
響

か
せ

る
と

こ
ろ
、

 

 

即
ち

ぎ
≦
獣
げ
一Φ
な

と

こ
ろ
が
、
秋
風

の
特

色

で
あ

る
。
そ

の
見

え
ざ

 

 

る
影

に
は
、

言

ふ

べ
か
ら
ざ

る
哀
性

の
調
音

(℃
餌
夢
①
辞凶。
巴

8
コ
①
)
が

 

 

あ

つ
て
、
人

の
心
を

暗

い
方

へ
、
寂
し

い
方

へ
と
導

き
入

れ

る
。

(以

 
 
下
略
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1

「秋
風
」

と

い
う

よ
う
な
、
英
語

ま

で
も
混

じ

え
た
明
治

風

の
美
文

調
が
見

ら

れ
る
。

 

最

後

に
中

谷
無

涯
著

『新

修
歳

時
記

』

に

つ
い

て
述

べ
る
。

 

明

治

四
十

二
年

か

ら

四
十

四
年

に

か
け

て
俳
書

堂

か
ら

出

版

さ

れ

た

『
新
修
歳

時

記
』

全

四
冊

は
、
明
治

の
歳

時
記

の
到
達

点

で
あ

っ
た
。
本

書

は
幸

田
露

伴

に
教

え
を
受

け

た
小
説

家

・
俳

人

の
中
谷

無
涯

に
よ

っ
て

編

ま
れ
、
露

伴

が
序
文

の
筆

を
執

っ
て

い
る
。
四
冊

は

そ
れ

ぞ
れ
春

・夏

・

秋

・
冬

(含

新
年

)

に
当

て
ら

れ
、
各

冊
五
十

音
順

に
季

題

を
掲
げ

て
解

説

し

、
巻

尾

に
部

門

分
け

の

「
季

寄
」

を
附

し

て

い
る
。

収
録

さ

れ

た
季

題
数

は
六
千

三

百
余

で
、

明
治
期

の
歳

時
記

の
中

で
は
最

多

で
あ

ろ
う

。

 

本
書

の
本

文
内

容

は
、
著

者

が

「
緒

言
」

で

「
こ

の

『
新
修

歳
時

記
』

も

『年

浪

草
』
や

『栞

草
』

の
解
釈

を

そ

の
ま
ま
用

ひ

た
と

こ
ろ

が
あ

る
」

と
明

か
す

ご

と
く
、

こ

の
二
大
歳

時
記

に
依

っ
た
箇

所

が
多

い
。

例

え
ば

「
貝

寄
」

に
は

 

 

陰
暦

二
月

廿
日
前

後

に
難
波

の
浦

部

に
吹
く
風

を
云

ふ
。

此

風

に
浜

 

 

へ
吹

き
寄

せ
ら

れ

た
る
貝

を
拾

ひ
取

り
て
、

聖
霊
会

供
養

の
造
花

な

 

 

ど

に

つ
け
て
上

宮
太

子

の
前

へ
献

ず
。

と
あ

り
、

続

い
て

「
〔年
浪

草
〕
二
月
十

九

日
天
王

子
公

人
、

日
和

迄

と
云

ふ
こ
と

を
」

云

々
と

〈
年

浪
草

〉

か
ら

の
引

用

を
し

て

い
る
が
、

前

の
部

分

に
し

て
も
、

〈
栞

草
〉

の
、

「
二
月

廿
日
前

後

に
難
波

の
浦

辺

に
吹
風

を

云
也

、

(中
略

)
此
沖

津

風

に
浜

へ
吹

よ

せ
た

る
貝

を
拾

ひ

と
り

て
、

聖
霊

会
供

養

の
造
花

な

ど

に

つ
け

て
上
宮

太
子

の
前

へ
献
ず
」

に
依

っ
た

の

は

明

ら

か
で
あ

る
。

い

っ
ぽ
う
動
植

物

の
解

説

に
は
、

『言

海
』
に
基

づ

い
た

文
章

も
多

い
。

こ
れ

に
は
、

『言

海
』
を

ほ
と
ん

ど
そ

の
ま

ま
写

し
た

よ
う

な

も

の

(例

「
小
車

」
)

か
ら
、

『言
海

』

と

〈
栞

草
〉

と

か
ら

そ
れ

ぞ
れ

要
点

を
拾

い
出

し

て
ま

と
め

た
も

の

(例

「鷺

」
)
ま

で
あ

る
。

し

か
し
著

者
自

身

の
考

え

の
提
示

さ

れ
た
解
説

文

も
あ

る
。

例

え
ば

「
藻

に
住

む
虫

の
音

に
鳴
く

」
の
項

で
は
、
〈
栞
草

〉
が
引

用

す
る
数
種

類

の
説

そ

れ
ぞ

れ
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に
検

討

を
加
え

た
上

で
、

そ

れ
ら

の
中

の

「
安
斎

の
此

説
最

も

明
快

」
と

い
う
自

ら

の
判
断

を

示
し

て

い
る
。

さ
ら

に
、
外

来

の
知
識

や
科

学

的
説

明

な
ど

、
当
時

の
新

し

い
知
識

を
も
解

説

に
取

り
入

れ

て

い
る
。

例

え
ば

「
桜
草

」
に
、

「
外
国

の
花

詞

に

て
は
此
花

は
、

わ

か
も

の
、
悲

し

み
、
を

表

示

し
、
紅
花

な

る
も

の
は

、
保
護

な

き
功
績

、
を
表

示

す
。
」
と
書

き
添

え
た
り
、

「
露
」

の
生

じ
る
原

理
を
、

「
空
中

に
浮

遊

す
る
水

蒸
気

飽
和

点

に
達

す

る
時
、

温
度

の
下
降

に
遇

ひ
て
凝
結

す

る
を
露

と

い
ふ
。
」
云

々

と

説

明

し

た
り

す

る

の

で
あ

る
。
同

時

に
新
題

の
紹

介

に
も
積

極

的

で
、

「グ

ー
ド

フ
ラ
イ
デ

ー

(聖
金

曜
日
)
」
や

「
シ

ワ
ー
ジ

フ

エ
ス
チ
バ

ル

(英

雄
祭

)
」
等

ま

で
が
挙
げ

ら
れ

て

い
る
。
英
雄
祭

と
は

イ

ン
ド

の
祭

で
あ

る
。

 

以
上

の
点

か
ら

『新
修

歳
時

記
』

は
、

江
戸
期

の
知

識

の
集
大

成

で
あ

る

〈
年
浪

草
〉
〈
栞

草
〉
の
上

に
、
明

治

の
新

知
識

を

も
盛

り
込

ん
だ
大

作

だ

っ
た

と
考

え

て
よ

か
ろ
う
。

し

た
が

っ
て
本
書

は

〈
栞

草
〉

を
継

ぐ
と

と
も

に
、
多

方
面

の
知
識

を
収

め

た
四
季

分
冊

の
近

・
現
代

の
歳

時

記

の

祖

と
も

な

っ
て

い
る
。

ち
な

み

に
、

歳
時

記
史

上

こ
の
書

の
後

を
継

い
だ

の
は
、

昭
和

八
年

改
造
社

か
ら
発
行

さ

れ
た
全

五
冊

の

『
俳
譜
歳

時

記
』

と

い
え

る
だ
ろ
う

が
、
奇

し

く
も
そ

の
年

の
十

二
月
、

中

谷
無
涯

は
六
十

二
年

の
生

涯
を
閉

じ

て

い
る
。

発
行
年
月

・
編
者

・
書
名

・
出
版
社
の
順
に
左
に
記
す
。

明
治
十
三
年
三
月
浜
真
砂

『明
治
増
題
俳
譜
新
部
類
』
藤
森
平
五
郎

 

〃

十
三
年
七
月
山
内
梅
敬

『明
治
新
撰
俳
諸
季
寄
鑑
』
文
開
堂

 

〃

十
四
年
六
月
神
尾
可
三

『明
治
四
季
部
類
』
文
江
堂

 

〃

十
五
年
九
月
山
口
素
揚

『古
今
新
撰
四
季
部
類
大
全
』
風
月
堂

・
映
雪
堂

 

〃

十
九
年

一
月
神
尾
可
三

『明
治
新
刻
四
季
部
類
大
全
』
競
英
堂

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(『明
治
四
季
部
類
』
の
改
題
本
)

(2
) 
復
刊
年
月

・
出
版
者
を
左
に
示
す
。

明
治
十
八
年
六
月
、
柳
原
喜
兵
衛
等

 

〃

二
十
五
年
八
月
、
積
善
館

 

〃

二
十
五
年
九
月
、
礫
川
出
版
社

 

〃

二
十
六
年
四
月
、
井
洌
堂

 

〃

二
十
七
年
三
月
、
宋
栄
堂

・
鍾
美
堂

後
記

"
本
稿

で
取

り
上
げ

た
明
治
期
刊
行
歳
時
記

は
全

て
国
立
国
会

図
書
館
所
蔵
本

 

で
あ

る
。
資
料
閲
覧

に
ご
高

配
賜

っ
た

こ
と
を
厚
く
御
礼
申

し
上
げ

ま
す
。
な

お

 
引

用
に
当

っ
て
は
漢
字

を
現
行
字
体

に
改
め
た

ほ
か
、
句
読
点

の
な

い
も

の
に
は

 
適
宜
句

読
点

を
施

し
ま
し
た
。

 

 
ま
た
本
稿
作
成

に
当

た

っ
て
は
、関

場
武

先
生
の
ご
指
導
を

い
た
だ

き
ま
し
た
。

 
厚

く
御

礼
申

し
上
げ

ま
す
。

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

(す
ぎ

う
ら
 

こ
う

い
ち
)
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注(1
) 

〈
四
季

部
類
〉
の
復
刊
年
月

・
出
版
者
は
左

の
通
り
。

 
明
治
十

二
年
七
月

『増
補
四
季
部
類
大
全
』
岡

田
寅

之
進

 

〃

十
三
年
八
月

『増
補
四
季
部
類
大
全
』
中
山
勝
次
郎

 

〃

十
四
年

一
月

『拾
遺
四
季
部
類
大
全
』
松

田
幸
助

 

〃

十
七
年
九
月

『俳
譜
四
季
部
類
』
仙
鶴
堂

 
 
ま
た
、
〈
四
季
部
類
〉
の
改
良
書

に
は
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、

い
ず

れ
も
微

 
か
の
新
題

の
付
加

と
、
新
暦

へ
の
調
整

を
は
か

っ
た
こ
と
と
が
工
夫
点

で
あ

る
。


